
























Botany education in the higher junior high school to watch to “a Venus-flytrap”
– Mizuno image wall chart “figure of insectivore” –
  上田　啓未 1、堀井　美里 2、堀井　　洋 2、古畑　　徹 1
  UEDA, Hiromi HORII, Misato HORII, Hiroshi FURUHATA, Toru









































































































































一 自在画 一 自在画 一 自在更
表2　石川県専門学校学科課程表　第三
学　科 理　学　科










































図　画 二 製図式 二 諸器械模写
正写画法











































































三 仝　上 三 仝　上 三
歴史 萬國歴史 二 仝　上 二 仝　上 二
數学 三角法 三 仝　上 三 仝　上 三










圖畫 自在画、實地寫景 二 自在画仝上 二 自在画仝上 二
躰操 兵式躰操 五 仝　上 五 仝　上 五






















































































































































三 仝　上 三 仝　上 三
歴史 萬國歴史 二 仝　上 二 仝　上 二










三 仝上 三 仝上 三
圖畫 自在画、實地寫景 二 自在画仝上 二 自在画仝上 二
躰操 兵式躰操 五 仝　上 五 仝　上 五
合計 一〇 三〇 一〇 三〇 一〇 三〇
表5　第一高等中学校本科学科課程表（医学）
本科第二號學科課程表　（醫學志望生二課スル分）
第一學年
學科 第　　一　　期 毎週
時間
第　　二　　期 毎週
時間
第　　三　　期 毎週
時間
その他学科略
動物及
植物
動物学
比較、解剖學大意
植物学　薬用及有毒有害
ノ植物
二 動物学（仝上）
植物学（仝上）
二 動物学（仝上）
植物学（仝上）
二
以下略
予科第一級の学課課程は第四高等中学校（表3）と第一高等中学校（表4）ではほぼかわらない。
第一高等中学校では医学志望生に植物学が課されていたようだが、第四高等中学校の医学部は別に
設置されており、水野掛図に医学部の所蔵印が押されていない為、医学部では使用されていないと
考えている。第一高等中学の上記本科（医学）課程表は植物学の掛図内容とは異なり、これらによ
りそれぞれの掛図は予科で使用されたものと考えられる。
明治十九年発布の「中学校令」 xxvi（文献23）では
「第二條　中學校ヲ分チテ高等尋常ノ二等トス高等中学校ハ文部大臣ノ管理ニ属ス」　
事となり、各高等中学の課程に共通点があるのも当然であろう。先の『植物通解』の冒頭の諸言で
東大予備門でもグレー氏の植物学は教科書として使われていたとある。東大予備門は第一高等中
学校の前身校であり、当然この『植物通解』（文献7）も第一高等中学校の『和漢書目録』 xxvii（文献
24）で蔵書となっているのがわかる。また一高掛図の中で『ハイトリ草之図』（写真10）は前出の
水野掛図と同原画を用いたと思われ、別の「ハエトリソウ」図（写真9）も同時に描かれ、その原
画は『Grayʼs school and field book of botany』（文献5）のp.154に掲載されている。『花序之類別
之図』（写真11）と『種子之萌芽之図』（写真12）掛図の原画（写13、14）も『Grayʼs  lessons  in 
botany and vegetable physiology』（文献6）p.91と、pp.12-13に掲載されている。第一高等中学校
での洋書の所蔵は分からなかったが、原画からグレー著作の洋書を利用したと思われ、課程表、『植
物通解』等の共通点から今後さらに関係性を明らかにしていきたい。
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4.2　幻灯機
四高由来資料の中に幻灯機（金沢大学資料館所蔵）が存在している。その中のガラス版スライド
（石川県立自然史資料館所蔵）『第二〇蠅擭草と猪籠草』に掛図と同図の「ハエトリソウ」と「ウツ
ボカヅラ』が存在する（写真15）。購入年は明治22-38年頃と幅があり、幻灯機の詳しい事はまだ
分かっていない。
幻灯機の導入は手島精一がアメリカから持ち帰り、鶴淵幻燈舗に作らせて導入を試みたようだ
が、長く続かず結果、師範学校への貸出となった。その後幻燈機は一般に広がり、ガラス版スライ
ドも多数つくられたが、現在石川県自然史資料館に残されたものはどれに当たるかはまだ不明であ
る。これら資料も今回は紹介のみに終わったが今後掛図、学課課程に照らし合わせ詳細調査を進め
たい。
5.まとめ
水野掛図「食虫植物図」の中の「ハエトリソウ」を中心に専門学校から高等中学への変換期の植
物学教育の共通点を考察した。水野掛図のその所蔵印と当時の学科課程、教科書、西田の書簡から
掛図が使用された時期を推定した。また担当教員の大島多計比古の履歴より東京師範学校の学科課
程からの掛図制作の影響の有無を見出すことを試みた直接的な影響は見られなかった。同一図像を
追う事で、専門学校から第四高等中学への移行期の教育の試行錯誤を垣間見ることができただけで
なく、大島自身も教育行政の中で翻弄された姿を見ることができた。また他機関所蔵資料の「ハエ
トリソウ」図像も紹介した。
各掛図及びガラススライド資料そのものについてはまだ詳細は不明な点も多いが、「ハエトリソ
ウ」図は他機関に及ぶ資料であり広く使われた図像であると確認できた。
今後は各所蔵機関と連携をとって資料調査が進むことを期待する。現在実施中の金沢大学資料館
VMプロジェクト及び学術資源リポジトリ協議会での資料情報公開と共有は有益であると考えてお
り、水野掛図も全点公開予定である。
参考文献
1.  上田啓未、堀井美里、堀井洋、古畑徹『水野治三郎画　教育掛図について』pp.17-33、金沢
大学資料館紀要第8号、 平成25（2013）年
2.  黒川威人編『ホワットイズ・金沢：職人・作家・商人のルーツを探る』前田印刷出版部、平
成4（1992）年
3.  第四高等中学校編　『第四高等中学校本部和漢書目録』第四高等中学校、明治27（1894）年
4.  George Lincoln Goodale著『Grayʼs botanical  text-book Physiological botany』New York: 
American Book、明治18（1885）年刊
5.  Asa Gray著『Grayʼs school and field book of botany』New York : Ivison, Blakeman, Taylor、
明治3年（1870）年
6.  Asa Gray著『Grayʼs lessons in botany and vegetable physiology 』明治元（1868）年刊
7.  矢田部良吉著『植物通解』文部省編集局、明治16（1883）年
8.  『旧石川県専門学校敷地並資産引継書類及目録（以下引継目録）』金沢大学資料館所蔵
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9.  石川県立図書館編『石川県史料』第2巻、石川県立図書館、昭和47（1972）年
10.  石川県立図書館編『石川県史料』第3巻石川県立図書館、昭和48（1973）年
11.  西田幾多郎著 『西田幾多郎全集　第十二巻』岩波書店、昭和54（1979）年
12.  西田幾多郎著 『西田幾多郎全集　第十九巻』岩波書店、平成18（2006）年
13.  第四高等中学校編 『第四高等中学校一覧　自明治二〇年至明治廿一年』第四高等中学校、明
治21（1888）年
14. 『職員履歴　第一輯　庶務係』　金沢大学資料館所蔵
15.  名古屋学院百年史編集委員会『名古屋学院百年史：1887～1987』名古屋学院、昭和62（1987）
年
16.  大島廣著　『お玉杓子の頃－一動物学徒の生い立ち』明文舎印刷商事株式会社（印刷）、昭和
31（1956）年
17.  藤田福夫編『三宅雪嶺・石橋忍月・藤岡東圃・桐生悠々等』石川近代文学館全集12、石川
県近代文学館、昭和63（1988）年
18.  大島廣著『三崎の熊さん』新教出版社、昭和42（1967）年
19.  東京文理科大学、東京高等師範学校 共編『創立六十年』東京文理科大学、昭和6（1931）年
20. 『東京師範学校報告　第7学年』東京師範学校　明治13（1880）年
21. 『文部省教育品陳列場出品目録』文部省、明治14（1881）年
22.  第一高等中学校編『第一高等中学一覧　自明治19年至明治20年』、第一高等中学校、明治
20（1887）年
23. 『官報』 明治19（1886）年04月10日 大蔵省印刷局、大蔵省印刷局 ［編］
24.  第一高等中学校図書館『和漢書目録』第一高等中学校図書館、明治21（1888）年
25.  石川県『実業功績者事績調』　大正8（1919）年
26.  金沢大学資料館『二十年目の邂逅』金沢大学資料館、平成25（2013）年
27. 「東京師範学校沿革一覧、第1-6学年」東京師範学校、明治13（1880）年
28.  佐渡高等学校百年史編集委員会『佐渡高等学校百年史』佐渡高等学校同窓会、平成2（1999）
年
29.  佐渡高等学校八十年史刊行委員会『佐渡高等学校八十年史』、昭和52（1977）年
30.  岩本憲児著『幻燈の世紀－映画前夜の視覚文化史』森話社、平成14（2002）年
31.  板垣英治　『「幻燈による映像教育」への追加論文：石川県専門学校の幻灯機とスライド』
pp.15-17、北陸医史（34）、2012-02、北陸医史同好会
32.  手島精一「幻燈略記」『大日本教育会雑誌』第六号、pp.50-54、大日本教育会、明治17（1884）
年
参考サイト
1.第一高等学校旧蔵教育用掛図
http://gazo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ichiko/kakezu/index.html
2.金沢大学資料館VMプロジェクト
http://museum.kanazawa-u.ac.jp/
3.「東京大学コレクションXVI　シーボルトの21世紀」
http://www.um.u-tokyo.ac.jp/publish_db/2003Siebold21/07/070100.html
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4.学術資源リポジトリ協議会/科学実験機器プロジェクト
http://amane-project.jp/hibunken/
5.Archives of the Gray Herbarium
http://www.huh.harvard.edu/libraries/Grayarc.htm
（上記の参考サイトは全て2014年1月10日閲覧）
注
i  文献2、p.39、p.73
ii  「東京大学コレクションXVI　シーボルトの21世紀」（参考サイト3「7.日本植物の研究を競った欧米諸国」）
iii  同上　矢田部良吉 （1851年～1899年）1876年に東京開成学校教授、翌年新設された東京大学の教授に
なった。
iv  文献6、p.1
v  文献9、pp.691-694
vi  文献10、p.64
vii  文献11、p.211、p.247
viii  文献12、pp.3-4
ix  翌年設置の予科補充生二級に博物学の第二期に示教動物植物が課せられている。
x  文献13、pp.7-8
xi  文献15、p.98
xii  明治30年の間違い
xiii  大島廣（本名：野村廣。野村成次郎の次男）明治18（1885）年～昭和46（1971）年、享年86歳。大分
市生まれ。大島多計比古の養子となり、後に多計比古長女・春野と結婚。東京帝国大学理科大学動植物
科卒業後、第五高等学校、九州帝国大学農学部教授、九州帝国大学天草臨海実験所初代所長を歴任。主
な著書に『ナマコとウニ』がある。
  実父の野村成二郎（なりじろう）（1849～1909）は、金沢出身。成二郎は多計比古と同様に東京師範学
校中学師範科を卒業（多計比古より年長だが卒業年は後）し、各地の中学校・師範学校に勤務した。実
母の光（てる、旧姓：石埼）は富山県礪波出身。石埼家は漢学者の家系で光の兄謙は加賀藩に仕えた。
成次郎は多計比古の父、善の老書生であり、両家とも大島家とも懇意で成二郎と光の媒酌人は多計比古
であったという。大島廣著『お玉杓子の頃－一動物学徒の生い立ち』（文献16）より
xiv  両校の間に静岡県師範学校も校長として数年勤務したが、戦災のため資料はあまり残されていないとい
う。
xv  文献15、p.99
xvi  文献17、pp.32-33
xvii  孝太郎と表記されているが、後述の師範学校進学、基督教に入信し禁酒を宣伝等は大島多計比古の事で
あるため、誤表記と考える。
xviii  文献18、p.308
xix  大島が漢籍を読めるというのは、多計比古は加賀藩に仕える儒者の家に生まれ、父は大島善、祖父は大
島桃年であり、曾祖父の大島維直（贄川）は藩校「明倫堂」都講であったという。それら大島家の蔵書
は多計比古により金沢市立玉川図書館近世資料館に寄贈にされ「大島文庫」となっている。寄贈は昭和
10年3月で、多計比古は福岡市在住とある。
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xx  文献19、p.17
xxi  文献20、付録p.20
xxii  文献16、p.14
xxiii  文献19　pp.17-23
xxiv  文献21　p.6、この出品書の中にはYumanʼs second Book of Botany.もあり、同書には水野掛図「菓実の図」
の原画が掲載されている。
xxv  文献22、pp.9-22
xxvi  文献23、p.87
xxvii 文献24、p.49
写真一覧
写真1  京都府画学校の水野の卒業証書（文献2、p.73）
写真2  8代と9代の水野源六（文献2、p.39）
写真3  水野治三郎画「食虫植物図」　94×106㎝、紙本淡彩、軸装（金沢大学附属図書館所蔵）
写真4  モウセンゴケ原画（文献4、p.340）
写真5  サラセニアプルプレア原画（文献6、p.51）
写真6  ハエトリソウ、ウツボカヅラ原画（文献6、p.52）
写真7  オジギソウ原画（文献5、p.152）
写真8  大島多計比古（名古屋中学校校長の頃）（文献15、歴代校長頁）
写真9  「ハエトリ草之図」原画2（文献5、p.154）
写真10  一高掛図「ハイトリ草之図」（東京大学駒場図書館所蔵）
写真11  一高掛図「花序之類別之図」（東京大学駒場図書館所蔵）
写真12  一高掛図「種子之萌芽之図」（東京大学駒場図書館所蔵）
写真13  「花序之類別之図」原画（文献6、p.91）
写真14  「種子之萌芽之図」原画（文献6、pp.12-13）
写真15   幻燈ガラススライド　「第二〇蠅擭草と猪籠草」（石川県自然史資料館所蔵、学術資源リポジトリ協議
会提供）
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